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くらしの情報

まちづくり情報

防災・防犯情報

Ｗｅｂ口座振替受付サービスのご案内

【国保】窓口サービス課(保険年金)⑱番窓口 ☎4302-9946
【介護】保健福祉課(介護保険)㉛番窓口 ☎4302-9859
【市税】財政局船場法人市税事務所収納管理グループ ☎4705-2931

問合せ

　国保･介護･市税の口座振替･自動払込のお申込みがパソコン･スマートフォ
ン等からできるようになりました。

地域活動協議会ニュース

まちづくり推進室(まちづくり協働)㉑番窓口 ☎4302-9734問合せ

まちづくり推進室（まちづくり協働：防災担当）㉑番窓口 ☎4302-9734問合せ

　長吉東部地域では、毎月、地域活動協議会の運営委員会が定例で開催されています。
　４月１５日（金）１９時から開催された運営委員会では、冒頭に書記から前回の議事録の内容について確認され、続
いて食事サービス委員会から先月の実施状況の報告が行われました。
　新年度が始まり、新旧の役員から自己紹介があり、岡田会長から平野区役所に要望のあった「新たな地域コミュニ
ティについて」地域振興会・社会福祉協議会・地域活動協議会の役割と
区役所との連携について、まちづくり協働課の担当者より説明を行い
ました。
　岡田会長は「諸団体や関係機関が一体となって、地域の皆さんが長
吉東部に住んでいて良かったと言ってもらえるまちづくりをしていきた
い」と決意表明されました。
　その後にも防犯や認知症の方への見守り、古代市の準備など多岐
にわたり、意見交換が活発になされていました。
　平野区役所では、開かれた民主的な地域運営の支援を今年度も平
野区まちづくりセンターと共に行っていきます。

　このたびの地震により、尊い命を亡くされた多くの皆様に深く哀悼の意を表しますとともに、被災された皆様、現在もなお避難所等で不自由な生活を送られて
おります多くの被災者の皆様方に、心からお見舞いを申しあげます。
 平野区としましては、災害義援金の受付など、本市関係機関と連携のもと引き続き被災地を支援してまいります。詳しくは平野区役所ホームページや下記のお問
い合わせ先までご連絡ください。なお、救援物資の受付についてはお問い合わせください。
　また、区民の皆様におかれましては地震などの災害に備え、日頃より食料備蓄や家具転倒防止策、避難経路の確認などの自助の取組み、地域の防災訓練に参
加されるなど、共助の取組みを通じ、被害を最小限にとどめることができるよう、減災に向けた取組みをお願いします。

5月区民ギャラリー
展示案内（区役所1階）
5月区民ギャラリー
展示案内（区役所1階）

平野区民ホール
（平野南1-2-7） 
☎6790-4000

問合せ

展示中～5月18日（水）

5月19日（木）～6月1日（水）

絵書道･花クラフト
（喜連東小学校生涯学習ルーム）

個人作品展(平野区民ホール)
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まち歩きガイド養成講座

毛筆講習会

6月5・26日、7月24日、9月25日、10月2日、11月27日、12月4日（日） 
計7回
＜座学＞10:00～12:00　＜フィールドワーク＞10:00～14:00
平野区民ホール、コミュニティプラザ平野（区民センター 長吉出戸
5－3－58）、平野区内
現役ボランティアガイドを講師に招き、座学とフィールドワークを通して
平野の地理や歴史、ひととまちとの関わりなどを学んでいただきます。
講座修了後は「修了証」をお渡しし、ボランティアガイドとして活躍でき
るサポートも行います。
区内在住または在勤の方 15名程度（先着順）
筆記用具など
5月31日（火）必着
Fax・Eメールに①講座名②氏名（ふりがな）③住所④電話番号を記入
し、「まち歩きガイド養成講座」係まで送付または来館

個人府民税の均等割額の変更について

府民お問合せセンタ一「ピピっとライン」 
☎6910-8001 66910-8005

問合せ

～ 森林環境税の創設 ～
　大阪府では、平成28年度から平成31年度までの4年間、森林の有する公益
的機能を維持増進するための環境の整備に係る施策に必要な財源（森林環境
税）を確保するため、 個人府民税の均等割額に300円を加算します。

　大阪市国保では、高血圧症や糖尿病などの生活習慣病の予防に向け、40
歳以上の方（年度内に40歳になる方を含む）を対象に、無料で受診できる「特
定健診」を実施しています。対象となる方には、４月末頃に緑色の封筒で「受
診券」を送付しています。
　また、特定健診のほか、30歳以上の方を対象に「1日人間ドック」を実施し
ています。健診料は30～39歳の方が15,000円、40～74歳の方が11,000
円、昭和46年生まれの方が無料です。40歳以上の方が1日人間ドックを受診
する場合は、特定健診の「受診券」が必要です。
　そのほか、18歳以上の方を対象に「健康づくり支援事業」を実施していま
す。詳しくは「受診券」に同封しています「国保健診ガイド」（各区役所の窓口で
も配布しています）、または大阪市ホームページをご覧ください。
※大阪市国保加入者の特定健診対象者数は約540,000人

無　料

【特定健康診査受診券】窓口サービス課(保険年金)⑰番窓口 ☎4302-9956
【健診内容・健診場所】保健福祉課（地域保健）32番窓口 ☎4302-9882

問合せ

大阪市国保加入者の皆様へ～平成28年度保健事業のお知らせ～

5月7日･14日･21日･28日・6月4日（土）13:30～15:30
平野区民ホール
小筆を使った基本からの練習です
30名（先着順）
太筆・小筆・すずり・墨または墨汁・下敷き・文鎮
2,500円（材料費別途）
5月5日（木・祝）
受講料を添えて来館

24時間申込可能印鑑不要手続き簡単

平野区民ホール（平野南1-2-7） ☎6790-4000 66790-4001
　：hirano-hall@sunny.ocn.ne.jp

問合せ

大阪市 Web口座振替 検索

＜お申込み可能な徴収金＞
国民健康保険料、介護保険料、市・府民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画
税（土地・家屋）、固定資産税（償却資産）
＜利用できる方＞
対応金融機関預貯金口座のキャッシュカードをお持ちの個人の方（※法人口
座での利用はできません。）
＜対応金融機関＞
みずほ銀行、三菱東京UFJ銀行、三井住友銀行、りそな銀行、近畿大阪銀行、
池田泉州銀行、大阪信用金庫、大阪シティ信用金庫、永和信用金庫、北おおさ
か信用金庫、ゆうちょ銀行
※詳しくは大阪市ホームページをご覧ください。

九州・熊本地域を中心に発生した地震について九州・熊本地域を中心に発生した地震について
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